


１０月に入り、さすがに秋の気配が強く漂うようになりました。いかがお過ごしでしょうか？秋の

訪れとともに各地の地区大会のプログラムが届けられ、胸躍る心地でいっぱいです。その案内の一

つにシェルドン博士の６文字の名言「He profits most who serves best」をパネルディスカッション

のテーマにする地区があります。

この名言はロータリー第２標語ですが第一標語として認知された時代があったようです。またHe

を One だとかThey だとかに置き換えられたりといじりまわされた前歴があります。

１０月は職業奉仕月間です。「売り手よし、買い手よし、世間よし。」という言葉がありますがこ

の言葉はロータリーが生まれる以前から、日本の近江商人の心意気として語られていたと聞いてい

ます。まさに職業奉仕の神髄を見る言葉ではないでしょうか。お互いに商売上の倫理を守り、取引

を末永く続けましょうという、あうんの信用を築き上げる精神が見てとれます。

ロータリークラブが生まれ「親睦」、「相互扶助」という初期活動を見つめていたアーサー・シ

ェルドンは「相互扶助」から発生する模大な利益・恩恵を受けるロータリアン間の流通システムの

中にある精神を相手方のために考えようとする「奉仕の概念」と断定しました。

「そして、このロータリーの思想を日常実践の場において企業経営者の心に訴えるような形で表

現したらどうなるかを熟考し、遂にミネアポリスの床屋の中でこれを得たといいます。曰く〈奉仕

に徹する者に最大の利益あり〉He profits most who serves best.と。

GGoovveerrnnoorr MMeessssaaggee
ガガババナナーー メメッッセセーージジ

クラブ会長各位
クラブ幹事各位
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このシェルドンの標語が発表されたのは１９１１年の第２回全米ロータリー連合会のポーランド大会

においてであります。シェルドンはこの会議に自ら出席することができなかったので、シカゴ・ロ

ータリアンにメッセージを託し、これが大会で読み上げられたようです。

「経営の科学とは奉仕の科学のことを言う。すなわち、〈奉仕に徹する者に最大の利益あり〉」

と報告されました。

「一瞬会場は水を打ったように静まり返り、次の瞬間に万雷の拍手が起こり、大会決議委員長ポ

ートランド・クラブ会員ジェイムズ・E・ピンカム（James E Pinkham）はこれをロータリー宣言

の最後に加えるべきことを提案した。かくしてこの標語はロータリーの世界に君臨し始めたのであ

る。」小堀憲助著（「ロータリアン発生史」P４２～４３）とされています。

ところで職業奉仕の概念は今どうなっているのでしょうか？「ロータリー運動の柱でしょう？」

「結局、商売に精出せってことさ�」と短い言葉で引き継がれています。１９７１年プラハ合意によっ

て円高を迫られた物造り立国日本の製造システムの効率化とミクロ単位にまで精度を求めた部品の

技術革新は、世界中にメイドインジャパン製品をあふれさせました。しかしその課程の中で職業奉

仕の心は精度の高い、良い商品作りの中へ埋もれていってしまったように思えて仕方ありませんが

実はこの良い商品作りの行為こそ職業奉仕そのものだと再確認し、自信を持ってそれを主張したい

ものです。

ガバナー 斎藤直美

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 
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先般８月２５日の地区職業奉仕委員長会議で佐藤千壽第２５８０地区パストガバナーから「ロータリー第三の

波」の講演を拝聴した。社会経済学的見地に基く見解だそうですが、衝撃はかなりのものがある。言うま

でもなく、

第一の波は奉仕理念を巡る論争で、職業奉仕派の人たちは「本質的なロータリー活動は職業奉仕であり、

利益の適正配分、職業倫理の高揚、自己改善、理念提唱、個人奉仕である」と主張。一方、社会奉仕派の

人たちは「弱者に涙することが人間の道であり、人道主義的活動、実践活動が重要で、金銭的奉仕、団体

奉仕になることも止むを得ない」と主張。これを解決したのが、職業奉仕と社会奉仕の理念の調和を目指

して職業奉仕を前提としながらも一定の条件の下ではクラブの団体奉仕活動を認めたあの有名な決議２３－

３４、１９２３年のセントルイス宣言である。

その第１条に、ロータリーとは基本的には一つの人生哲学であり、自らの利益を求める利己の心と他人

のために奉仕したいという利他の心の間に存在する矛盾を和らげようとするもの。即ちロータリーの哲学

は Service above self という奉仕哲学であり、He profits most who serves best という実践理論の原理に基

くもの。ロータリーの精神的骨格が完成した時である。

第二の波は職業奉仕理念が衰退の一途を辿る１９８７年に、RI 理事会は「職業奉仕に関する声明」を採択し

た。その３条で、「職業奉仕の実践はクラブとクラブ会員双方の責務」と訂正され、クラブは就職相談・

職業指導・職業情報・職業活動表彰の四つの小委員会を設置するよう奨励した。しかし、職業を持たない

クラブがどのように実践するかを巡って混乱が生じた。翌年、決議８９－１４５によって、He profits most who

serves best が第二モットーになった。

第三の波は、ロータリーは今大きな転換期に来ている。もともと職業奉仕理論は、医師や弁護士等の専

門職や所有と経営が一体の時代は通用する。しかし現在の資本市場で株主資本主義時代の公開企業経営に

ロータリーの職業奉仕論が機能し得るか。特にこれからの利潤追求の道が物財生産より、知財戦略に移行

する経済先進国でロータリーはいかにあるべきか。拡大する市場資本の原理、対応する国家の原理、対応

するロータリーの原理、これらの論理を述べ疑問を呈せられた。

職業奉仕理論は安楽死を待つのみか。事実２００４年１１月にRI は CLP（クラブ・リーダーシップ・プラン）

を理事会で承認。機能的グループとして常任委員会は５つ（会員組織・奉仕プロジェクト・ロータリー財

団・クラブ広報・クラブ管理）だけという簡素化された委員会組織を推奨している。

ロータリーは今後どうするのか。２１世紀のロータリーは。生活の姿勢を正して、ロータリーの職業奉仕

感を市民大衆に啓蒙する。ロータリアンは青少年の模範。行きつくところはロータリーは人を作るところ

である。

地区職業奉仕委員会

委員長 成田 洋之

職職業業奉奉仕仕月月間間にによよせせてて
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新制度１ 現地募集採用型奨学金の試行

日本留学のチャンスを提供し「懸け橋」を育成する

経済的事情から、日本に来ることさえかなわない優秀
な人材を、ロータリアンが直接海外へ出向いて、現地大
学関係者や学友会選考委員と合同で選考します。
来日前の１年間、日本語研修を課しながらさらに能力
を見極め、最終選考に残った２人を呼び寄せます。若い
才能を見いだし、日本で育て、母国で開花させて日本と
の懸け橋にしたい。ロータリアンが大きな期待を寄せる
本制度の第１期生募集の対象国はベトナムです。日本の
博士課程入学から３年間、奨学金月額７万円のほか、渡
航費・入学金・授業料・宿舎手当が支給されます。

新制度２ 地区裁量枠の設定

地区の裁量で特色ある留学生支援が可能に

ロータリーの特性を生かした「地域密着型奨学金事
業」を推進することも今回の制度改編の目的です。そこ
で、地区への奨学生割り当て数の一部（試案では２０％以
内）に「地区裁量枠」を設けることを提案します。
地区奨励奨学金（仮称）を新設して、この枠内で大学

・大学院以外の教育機関、例えば、短期大学や高等専門
学校、一定の要件を満たした専修学校や日本語学校など
で学ぶ留学生を支援の対象とすることを可能とします。
近隣に大学がないために、米山奨学生との接点が少な

かった地域にも世話クラブを広げることができ、また、
奨学金額は修士・博士課程の半額とする代わりに、１人
分の枠で２人採用することができます。

「ロータリー米山奨学事業とは」
●世界の平和を願って始まった奨学事業です ―――――――――――――――――
米山奨学事業の歴史は５０年以上前にさかのぼります。敗戦後の復興が続く１９５２年、日本

のロータリーの礎を築いた米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリー・クラブによっ
て「米山基金」が設立されました。
米山奨学金の創立の目的は、日本が再び戦争の過ちを繰り返さない誓いと、世界に�平和日本�の理解を促すこと
にありました。留学生が平和を求める日本人と出会い、互いに信頼し合う関係を築き「世界の懸け橋」となることを
願ってつくられたのです。

●民間最大の奨学事業です ――――――――――――――――――――――――――――――――――――
�ロータリー米山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留している外国人留学生に対し、日本全国のロータ

リー・クラブ会員の寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する民間の奨学財団です。
１９６７年に財団法人として設立の許可を受け、これまでに世界１０６の国・地域出身の１３，３２２人（２００６年５月現在）に
およぶ外国人留学生を支援し、今日では事業規模と採用数において、民間最大の奨学団体となっています。
又、他の奨学金制度にない米山奨学事業の最大の特徴は、経済的な支援だけでなく「世話クラブ・カウンセラー制
度」を設けて、奨学生の精神面のケアを図っていることです。

●２００６年からの新制度 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
新しいプログラムへの取り組み

２年度にわたり制度の見直しが検討されてきた米山奨学金事業が、今年６月３０日に開かれた理事会・評議員会にお
いて、２００６年度制度改編の骨子が決定され、それに基づき２００６年度からの奨学金プログラムも改訂されました。

地区米山奨学委員会

委員長 小山 愼介

ロータリー米山奨学金一覧 月額 期 間 募集システム 人 数

１．学部課程（ＹＵ） １０万円

指定校・学校推薦制度

７９８人枠

（地区奨励のみ

１人枠につき

２人採用可）

２．修士課程（ＹＭ） １４万円 最長２年

３．博士課程（ＹＤ） １４万円

４．地区奨励 ７万円 １年

５．クラブ支援 １４万円 ６ヶ月／１年 世話クラブ推薦

６．現地採用 ７万円
博士課程

指定校・学校推薦制度 来期２人
３年

７．海外学友会推薦 １４万円 １年 海外学友会推薦 ２人

米米山山月月間間にによよせせてて

◆２００６年度からの奨学金プログラム

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 
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ロータリーの目指すところは、①心の許せる知人を得ること ②職業に倫理性を求め、利己心と社会性

を調和させること ③社会に奉仕することの３点である。１００年を通過したロータリーの動きに対して意

義を認めない人、変質してきている組織に失望している人などが現れ日本やアメリカでは会員が減少して

いると思われる。

会員減少は日本のロータリーにとって深刻な問題である。その原因の一つは経済環境が厳しくなったこ

とである。大企業では組織のより一層の筋肉質化が進められており、そのための退会または異動時の未補

充が見られる一方、中小企業も競争激化で余裕を失い同様に会員減少の方向にある。いわゆるグローバリ

ズムによる経済の上位集中が多くを下流に押し込む格差社会を招き、ロータリーの基盤であった中流の指

導的階層を毀損させた。

もう一つの問題はロータリーの魅力に関係する。冒頭に記した３項は素晴らしいものであるのに多くの

人々を共鳴させられなくなっている。何千年の人類の歴史を振り返ってみても、行きつ戻りつを繰り返し、

それほど特に精神的に成長しているとも思えないのに、ロータリーの素晴らしい目的が色褪せて見えるよ

うである。これに対して国際ロータリーは会員増強にやっきになり、表裏をなすロータリー財団は会員１

人１人の寄付額の増加に最大の精力を注いでいる。ＤＬＰ、ＣＬＰと云ってもロータリーの心とは結びつ

かない。

バブルとか国内外の政治についてあまりにも時の流れ、風といったものに左右されすぎるのではないだ

ろうか。人間本来の面目を求めるならばロータリーは実に良いしるべになる筈である。ロータリーがつい

先頃迄持っていた会員の自主・クラブの自主についての強い思い、自信、自らが考え行動する気合いを取

り戻さなければならない。

新しい世紀に入って世界的にも精神性の重要性が取り沙汰されるようになってきた。しかし、これとて

科学的・人間万能的な考えから離れられないものが多いのではないだろうか。日本人の考えるものはもっ

と広いと云うか宇宙的と云うか、次元の高いものである。ロータリーの、特に日本に入り始めた頃のロー

タリーの考えもこれに近かったであろう。利他は自利なりと言い切れる、そのことが自然に理解できるの

が日本人である。これが世界に広まれば良い。日本人、日本のロータリーの使命は重要と云わねばならない。

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーータタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

パパスストトガガババナナーーかかららののメメッッセセーージジ

「ロータリーの心 日本の心」

パストガバナー 福田 清成
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●●● ガバナー公式訪問報告 ●●●
開催クラブ名 会長名 幹事名 会員数 開催クラブ名 会長名 幹事名 会員数

名古屋守山ロータリークラブ 中島 一郎 後藤 正美 ６５名 名古屋ロータリークラブ 岡田 邦彦 市川 周作 １８４名

開 催 日 ８月２２日�
開催場所 名古屋観光ホテル

名古屋名北ロータリークラブ 梶川 久雄 岩田 満治 ４６名

開 催 日 ８月９日�
開催場所 ΛPΛHOTEL名古屋錦 四階「旭の間」 ８月２２日�、斎藤ガバナー・藤井地区幹事をお迎えし、懇

談並びに例会を開催しました。

懇談の場では、名古屋ロータリーの現状報告の後、意見交

換をさせていただき、アドバイスを頂きました。

例会の卓話では、斎藤ガバナーより本年度RI テーマ「Lead

the way」についてわかりやすくお話いただき、どのように

その第一歩を踏み出すか具体的な例をあげて説明をいただき

ました。

また、本年度のガバナー方針であります「クラブ奉仕に徹

しよう」について解説頂くとともに、例会に出席して、誰か

に楽しませてもらうのではなく、自分から周囲に挨拶し、色々

な話をして、例会

を楽しく明るくし

ていく努力が必要

であると助言を頂

き、短い時間では

ありましたが、大

変充実した例会と

なりました。

ガバナー公式訪問日の前日に台風直撃のニュースが報じら
れ、果たしてお迎え出来るのか心配していたところ、当日の
朝は見事な青空。これも�斎藤ガバナーの人徳�と一同胸を
撫で下ろした次第。
今年度の地区テーマ『原点回帰』について以下のご指導を
頂いた。『人類の永い歴史の中で文明・科学の発展は素晴ら
しいが、人類としての「心」はほとんど進化が無いように思
われる。まさにロータリーの奉仕活動もしかり、もう一度出
発点に戻って「原理、原則」を考え学ぶ時である。新しいメ
ンバーを求めるより、まずクラブ内での会員への健全なる強
化育成に心を配りそれと平行して会員増強を推進される事が
重要かと思われる。また、例会出席率の低い会員の問題も議

論するだけでなくカウンセ
ラーが同伴し例会に参加す
る等、いろいろな方法を試
したらどうか』とご指導を
頂いた。まさに「原点回帰」。
あとは実践あるのみです。
ご来訪を深く感謝いたし
ます。

開催クラブ名 会長名 幹事名 会員数 開催クラブ名 会長名 幹事名 会員数

名古屋西ロータリークラブ 酒井 義孝 望月 宏秋 １０５名 豊橋ロータリークラブ 黒谷 尚弘 宮田 正人 １１９名

開 催 日 ８月２４日�
開催場所 豊橋グランドホテル

名古屋名駅ロータリークラブ 寺島 洋治 萓垣 建 １０２名

開 催 日 ８月２３日�
開催場所 名鉄ニューグランドホテル 豊橋ロータリークラブでは本年

度、４年振りに「ガバナー公式訪
問」を単独クラブで開催できる幸
運に恵まれました。
例会前に行われました「会長・
幹事懇談会」では、斎藤直美ガバナーと藤井伸三地区幹事へ
豊橋クラブの現状報告をさせていただいた後、ご質問をいた
だきましたが、斎藤ガバナーは既に、私共のクラブの多くの
情報を持ってみえ、懇談は広く、深いものとなりました。
クラブ奉仕を大切にされる斎藤ガバナーが、私共の家族例会
等の年間案内リーフレットをご覧になり、「ここに豊橋クラブ
の良き伝統が表れていますね」と言われたことが印象的でした。
「ガバナー公式訪問」例会では、豊橋クラブ伝統の S.A.A
コスチューム姿の松井孝悦会員の先導で斎藤ガバナーをご案
内いたしました（本年度 S.A.A は石川和昌 PGですが、この
コスチュームは森泰樹 PGの体格に合わせ作られましたので、
残念ながら石川 S.A.A は着ることができませんでした）。
斎藤ガバナーのご挨拶では、ウイリアム（ビル）B．ボイ
ドRI 会長のテーマを詳細に伝えていただくとともに、斎藤
ガバナーのロータリーへの熱き思いを語っていただきました。
「ロータリーに疑問を持った時には例会場へ戻りましょう。
例会に出席し、職業を通じての情報を会員同士で交換するこ
とが、職業奉仕を兼ねたクラブ奉仕です」この、斎藤ガバナ
ーご自身が、身を以て体験されたことから得られた信念は、
例会を最も大切に考えている豊橋クラブにとっても大きな励
みとなりました。
この様な有意義な例会を持てましたことを、斎藤ガバナー、
藤井地区幹事に感謝申し上げます。

去る８月２３日、名鉄ニューグランドホテルにおいて、名古
屋西と名古屋名駅ロータリークラブ合同で、斎藤ガバナー、
藤井地区幹事をお迎えして公式訪問が執り行われた。
斎藤ガバナーの講話は、「今日で５日目だが緊張のため未
だ足が震える」、「自分にはロータリアンを指導する能力は
ない」等と謙虚さの中にも軽妙な語り口で始まった。しかし、
段々と話は熱を帯び、「原点回帰というのは見つめるだけじ
ゃいけない。行動が必要なのです。」すなわち「社会奉仕や
国際奉仕の実践が必要だが、それは既に各自でやられている
のではないか。」と私達に問いかけた。そして「職業奉仕は
自分自身の義務であり、私は前提条件だと思う。」「私があえ
て強調したいのは、『クラブ奉仕』に徹底して下さい、とい
うことです。」「主役は俺だという思いで例会に参加して欲し
い。」と私達に強く訴えかけられた。

最後に「私の願いは２７６０地
区を強くしたいということで
す。」と結ばれた。
今夏、甲子園初優勝を果た
した早実の斉藤投手のように、
斎藤ガバナーの心には静かな
中に熱い闘志が秘められてい
ることを感じることができた。

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 
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●●● ガバナー公式訪問報告 ●●●
開催クラブ名 会長名 幹事名 会員数 開催クラブ名 会長名 幹事名 会員数

瀬戸ロータリークラブ 早稲田精一 加藤 令吉 ７７名 岡崎ロータリークラブ 菅井 龍一 中村 重嗣 ９８名

岡崎東ロータリークラブ 井田 隆夫 足立 信雄 ６５名愛知長久手ロータリークラブ 加藤 義忠 二宮 正志 ２４名

開 催 日 ８月３０日�
開催場所 岡崎出雲殿

開 催 日 ８月２９日�
開催場所 名古屋イーストサニーガーデン出雲殿

本年度のガバナー公式訪問は、
岡崎RCが幹事クラブとなり、
岡崎東RCと合同例会の形で８
月３０日�、斎藤ガバナー・藤井
地区幹事をお迎えして開催致し
ました。
午前１０時３０分より両クラブの
会長・幹事との懇談会が開かれ、まず岡崎RCが、会長方針、
クラブ計画書に基づく事業計画を説明し、新しい会員に対す
るRCへの理解と、古い会員との同化についての考えに対し、
斎藤ガバナーより適切なアドバイスをいただきました。
岡崎東RCは、会員の減少についての問題点などを重点的
に説明され、やはり斎藤ガバナーより力強いアドバイスを受
けられ、今後の運営に参考にされるべくお話をされて、非常
に和やかな雰囲気の内に懇談を終わることができました。
例会においては、RI 会長の「率先しよう」の方針と合わ
せて、斎藤ガバナーの「原点回帰」―その精神を受け継ぎな
がら―の地区運営方針の説明と共に、地区研修委員会、地区
ロータリー情報委員会の新設による地区リーダーシッププラ
ンについての詳細なる内容等の説明を受けることができ、有
意義な例会を終了することができました。

本年度のガバナー訪問は、瀬戸RC・愛知長久手RCの合
同例会に斎藤直美ガバナー、藤井伸三地区幹事をお迎えして
和気あいあいの内に行われました。
例会前の両RCの会長・幹事懇談会では、ガバナーより「先
ず昨年の万博で両RCが副館長を中心に全会員が万博館の運
営に全面的に協力された事に、心より感謝しています」との
お言葉をいただき大変恐縮いたしました。それから、「両ク
ラブより本年度の活動方針や現在までの会員増強結果等をお
話し、それを元に斎藤ガバナーより卓話の中で両クラブの良
い点、改善すべき点について忌憚なくご講評いただきました。
「両クラブとも特に問題は無いから、このままクラブ活動を
続けるように」とおっしゃっていただいたのですが、これは発足
５年目の愛知長久手RCにとって、これまでの活動が正しい
方向に向かっている事が判り、大変ありがたいご講評でした。
またその後、ロータリアンの奉仕活動の①前提条件（会員
は全て選ばれた職業人である）②必要条件（ロータリーに入
会したからには、ロータリーの何たるかを学習しなければな
らない。その学習の場が例会場であるから、例会には出席し、
お互いに情報発信し合い、受けることの重要性）③十分条件
（それぞれの個人が社会奉仕や国際奉仕等を通して、自分た
ちのできる事からやり始め、人生の余白に自分流のメッセー
ジを書き込むことの重要性）につい
てお話いただきました。
このようなお話は始めて聞いたの
ですが、非常に斬新で且つ解りやす
く私たちもロータリー活動を通じて、
人生の余白に色々と書き込みができ
るようにしたいと思いました。

開催クラブ名 会長名 幹事名 会員数 開催クラブ名 会長名 幹事名 会員数

半田ロータリークラブ 新美 忠夫 高木 利定 ６１名 名古屋北ロータリークラブ 石黒 大山 柴田 幸男 ９５名

名古屋錦ロータリークラブ 寺西 正 鬼頭正二郎 ３３名
開 催 日 ８月３１日�
開催場所 半田商工会議所

名古屋葵ロータリークラブ 藤田 義明 阿部 恵彦 ２１名

開 催 日 ９月１日�
開催場所 名古屋東急ホテル

８月３１日�斎藤直美ガバナー、藤井伸三地区幹事をお迎え
してガバナー公式訪問を開催致しました。当日はお二人とも
かなり早めに到着され、すでに喫茶店でくつろいでおられまし
た。役員でお出迎えを予定していたのですが、予定外の出来事
で役員一同冷や汗をかいてしまいました。そのような事もあ
り緊張の中、例会前に会長幹事会を始めさせて戴きましたが、
斎藤ガバナーが以前半田市に住んでいたこともあり、昔話を交
えながら和やかな雰囲気で懇談会を終えることが出来ました。
例会では、半田RCも松本宏パストガバナーより歓迎挨拶
のあと、ガバナースピーチとして３０分お話を聞かせて戴きま
した。ガバナーの役割、ＲＩ会長の話、四大奉仕の話、そし
て最後に人生の余白の話。
あとは我々が、その人生の余白にどれだけ落書きが出来る
か実践して行くだけです。

さる９月１日、名古屋北ロー
タリークラブがホストとなって
名古屋錦、名古屋葵ロータリー
クラブと合同でガバナー公式訪
問例会が名古屋東急ホテルで行
われました。
会議に先立ってガバナーと会長、幹事の懇談会が開かれ、
斎藤直美ガバナー、藤井伸三地区幹事、寺西正名古屋錦ロー
タリークラブ会長、鬼頭正二郎幹事、藤田義明名古屋葵ロー
タリークラブ会長、阿部恵彦幹事、石黒大山名古屋北ロータ
リークラブ会長、柴田幸男幹事の８名が出席しました。
各ロータリークラブの実情について質疑応答があり、新し
いロータリークラブゆえの悩み、他にはない試みなども披露
されました。斎藤ガバナーからは、それまでに訪問された１０
地区のロータリークラブの例を引き合いにしながら、いろい
ろクラブ運営の参考になるお話をして頂きました。
合同例会には１１２名が出席しましたが、卓話で斎藤ガバナ
ーは「ロータリーは職業奉仕が大切だというが、みなさんは
それぞれの職業を通じて社会奉仕はとっくに卒業している。
そんな人たちが選ばれてロータリアンになっているのであり、
これから大切なのはどのようにクラブ奉仕をするかである。
ロータリーは人生の余白であり、ここに思い思いの感想を書
き込みたい」と述べられ、皆、感銘を受けました。
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地区大会のご案内地地区区大大会会ののごご案案内内
２００６～２００７年度 国際ロータリー第２７６０地区

こ こ ろ

原点回帰 ～その精神を受け継ぎながら～

ホストクラブ／名古屋中ロータリークラブ

場所：ウェスティンナゴヤキャッスル

地区大会事務局
〒４６０―０００３名古屋市中区錦１―１９―３０名古屋観光ホテル内 名古屋中ＲＣ
TEL．０５２―２１９―４０２０ FAX．０５２―２１９―４０２３ E-mail:rc-chikutaikai06@t 2-net.jp
HPアドレス http : //www.nagoyanaka-rc.org/chiku/

第1日目 11月18日（土）
１１：００ 地区諮問委員会

１２：００ R．I．会長代理を囲む昼食会（シャンボール）
１３：００ 本会議登録受付

１３：３０ 本会議第１部開会（青雲の間）
コールロータリー名古屋 合唱
�
�
�

『愛・地球博』の為にロータリアン及び�
�
�その家族により構成された合唱団

１４：００ 点鐘

国歌・ロータリーソング

開会のことば

R．I．会長代理ご夫妻紹介

特別出席者・出席クラブ紹介

主催者挨拶

R．I．会長代理挨拶

１５：００ 各委員会報告

１５：２０ 休憩

１５：４０ ロータリーミーティング（青雲の間）

講 師：佐古 亮尊氏（大村北ＲＣ）
Sako Ryoson

本経寺住職

第２７４０地区 ９５～９６年度 ガバナー

１７：３０ 閉会・点鐘

R．I．会長代理ご夫妻歓迎晩餐会（天守北の間）
１７：３０
１８：００

１８：１５

２０：２０

受付開始
開会
挨拶
乾杯
会食・歓談
アトラクション
アビゲイル・ヤング＆ラウラ・ミッコラ
デュオコンサート

終了

地区指導者育成セミナー（天守北の間）
１１．１８（土）９：３０～１１：００

第2日目 11月19日（日）
９：００ 本会議登録受付

９：３０ 本会議第２部開会（天守の間）
岡崎高校コーラス部 合唱
（世界合唱オリンピック優勝（金メダル）二連覇）

１０：００ 点鐘

国歌・ロータリーソング

物故会員黙祷

開会のことば

R．I．会長代理・来賓・特別出席者紹介

出席クラブ紹介

ロータリー財団／青少年交換／米山奨学生

インターアクト／ローターアクト紹介

１０：３０ ガバナー挨拶

１０：３５ R．I．会長メッセージ並びに近況報告

１１：００ 記念事業発表・目録贈呈

来賓祝辞

１１：２５ 感謝状贈呈・表彰

１２：００ 昼食

友愛の広場
R．I．会長代理主催顕彰昼食会（クラウン）

１３：００ 本会議２日目午後の部開会（天守の間）
ラウラ・ミッコラ ピアノリサイタル

１３：４５ 次年度ガバナーエレクト／ノミニーの紹介・挨拶

次年度地区大会ホストクラブの紹介・挨拶

１３：５５ 感謝状・記念品贈呈

１４：００ 記念講演（天守の間）

講 師：奥田 碩氏
日本経団連 名誉会長
トヨタ自動車 取締役相談役

１５：５０ 閉会・点鐘

ファミリープログラム（４０名）
１１．１９（日）１１：３０～１５：３０

お茶と日本料理「日本料理 加瀬」

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 
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南尾張分区 清 水 幸 一
（常滑ロータリークラブ）

西尾張分区 鈴 木 孝 則
（あまロータリークラブ）【ロータリー歴】

１９８１年２月 常滑ロータリークラブ入会
１９９１～９２年 幹事
１９９５～９６年 国際奉仕委員長
１９９７～９８年 社会奉仕委員長
２０００～０１年 会長
■ ポール・ハリス・フェロー
■ 米山功労者
【コメント】
この度、次年度のガバナー補佐のご指名

をいただき、身に余る光栄と同時に責任の
重大さを痛感いたしております。ロータリ
ー暦こそ２５年を重ねて参りましたが、何分
生来の勉強嫌いにてさしたるロータリー知
識の持ち合わせもございません。
改めて勉強の機会をいただきましたこと

に感謝しつつ皆様の暖かいご友情を賜り一
生懸命努めてまいりますので、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。
分区内のコミュニケーションを密に、互

いに良いところを積極的に取り入れ、ロー
タリアンになってよかった、ロータリーク
ラブに入りたい、そんな内にも外にも魅力
あるクラブづくりを皆様と共に考え、RI
会長そしてガバナー方針の実現を目指した
いと思います。

【ロータリー歴】
１９７４年４月 あまロータリークラブ入会
１９８５～８６年 あまロータリークラブ幹事
１９９２～９３年 地区幹事
１９９５～９６年 地区資金委員長
１９９６～９８年 地区新世代副委員長
１９９９～２０００年 地区環境保全委員長
２０００～０１年 あまロータリークラブ会長
２００３～０６年 地区ロータリー財団委員長
【コメント】
江崎ガバナー始め、関連の方々と連絡を

密にし、地区そして西尾張分区の更なる奉
仕活動活発化に貢献したい。各位にご指導
とご協力をお願いして、良い一年となるよ
うに全力を尽くす。

東尾張分区 清 水 勲
（春日井ロータリークラブ）

西名古屋分区 杉 本 仁 至
（名古屋中ロータリークラブ）【ロータリー歴】

１９８６年６月 春日井ロータリークラブ入会
１９９３～９４年 プログラム委員長
１９９５～９６年 社会奉仕委員長
１９９８～９９年 副会長
２００３～０４年 副幹事
２００４～０５年 地区世界社会奉仕副委員長

会長エレクト
２００６～０７年 会長
【コメント】
この度は、RI２７６０地区、２００７－２００８年度

ガバナー江崎柳節氏のもとで東尾張分区ガ
バナー補佐を勤めることになり、その責任
の重さを痛感している昨今です。RI のテ
ーマや江崎ガバナーの地区運営方針をよく
理解し、分区の皆様に伝えることが出来る
ように努力したいと思います。皆様のご指
導、ご協力を頂きながら１年間の役目を果
たしたいと思います。

【ロータリー歴】
１９７７年１月 名古屋中ロータリークラブ入会
１９８６～８７年 幹事（役員）
１９８７～８８年 クラブ奉仕委員長（理事）
１９９１～９２年 地区副幹事
１９９９～２０００年 会長（役員）
２００２～０６年 地区国際博委員

■ポール・ハリス・フェロー
■米山功労者
■ベネファクター

【コメント】
ガバナーを一生懸命補佐し、ロータリーク

ラブの更なる発展に寄与したいと思います。

東名古屋分区 佐 藤 正 延
（名古屋守山ロータリークラブ）

東三河分区 神 野 武 郎
（豊橋東ロータリークラブ）【ロータリー歴】

１９８４年３月 名古屋守山ロータリークラブ
入会

１９８８～８９年 親睦委員長
１９９０～９１年 幹事
１９９７～９８年 副会長
２０００～０１年 会長
２００２～０３年 地区職業奉仕委員

■マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
■ベネファクター
■米山功労者

【コメント】
会員相互の親睦強化を図り、又、会員の

「質」の向上に努めて参りたいと存じます。

【ロータリー歴】
１９９３年７月 豊橋南ロータリークラブ入会
１９９６年２月 豊橋東ロータリークラブ創

立時移籍
１９９６～９７年 職業奉仕委員長
１９９７～９８年 S.A.A.
１９９９～２０００年 会長エレクト
２０００～０１年 会長
２００２～０３年 ロータリー情報委員長
２００３～０４年 米山奨学委員長
２００５～０６年 １０周年記念事業部会長
【コメント】
２００７－０８年度、東三河分区ガバナー補佐
の大役を仰せつかりました神野武郎でござ
います。なにぶんにもロータリー歴は浅く
経験不足でありますので、どうぞ温かくご
指導下さいます様お願い申し上げます。

西三河中分区 杉 浦 壽 康
（岡崎ロータリークラブ）

西三河分区 金 子 利 夫
（知立ロータリークラブ）【ロータリー歴】

１９８０年４月 岡崎ロータリークラブ入会
１９８５～８６年 プログラム委員長
１９８７～８８年 親睦活動委員長
１９９０～９１年 国際奉仕委員長
１９９１～９２年 社会奉仕委員長
１９９８～９９年 会長
２００１～０２年 地区副幹事
２００２～０３年 会場監督
２００５～０７年 地区拡大委員長
■ベネファクター
■マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（８回）
■米山功労者（第８回マルチ）
【コメント】
ガバナーを補佐し、ガバナーの方針に従

い活動する。分区内の各クラブの自主的な
ロータリー活動を尊重するとともに、各ク
ラブの活動を支援したい。

【ロータリー歴】
１９７０年７月 刈谷ロータリークラブ入会
１９９１年１月 知立ロータリークラブ創立と

ともに移籍
１９９４～９５年 会長
２００３～０４年 地区ライラ委員長

■ベネファクター
■ポール・ハリス・フェロー
■米山功労者（マルチプル）

【コメント】
プラス α をもって行動し、各ロータリ

アンと共に勉強させて頂きたい。

２００７～２００８年度（江崎年度）ガガババナナーー補補佐佐紹紹介介
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ガバナーからの
お 知 ら せ

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第22222222222222222222222222222222222222222222222777777777777777777777777777777777777777777777776666666666666666666666666666666666666666666666600000000000000000000000000000000000000000000000地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククラララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
地区国際奉仕委員長 安井 隆豊

地区国際奉仕委員会ではかねてよりお知らせ致しておりますように今年度の事業の１つとして「第２回

NAGOYA UNDOUKAI」への特別協力を掲げておりましたが、これは名古屋商工会議所の事業の１つで、

ポスト万博で盛り上がった国際化への気運を一層盛り上げると共に、身近な軽スポーツを通じて外国人就業

者やその家族、外国人留学生との交流を図る事を目的とした事業でもあります。

地区国際奉仕委員会と致しましては、青少年交換留学生や米山奨学生、そしてロータリアンの企業で働い

てくれている外国の人々やその家族など身近なところにいる外国人達の交流の手助けの一助にでなればとの

考えから皆さんにお知らせすると共に、この様な外国の人々の参加へのご協力をご依頼するものです。

下記のような詳細で行われますので是非参加下さるようにお勧め頂くと共にお取次ぎ願えれば幸いです。

第２回 NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII
記

日 時 2006年11月26日�

場 所 愛知県武道館
住 所：名古屋市港区丸池町１－１－４

参 加 資 格 ①Ｄ２７６０地区のロータリー会員企業で働いておられ
る外国人労働者及び家族の皆さん

②Ｄ２７６０地区青少年交換留学生の皆さん

③米山留学生・学友の皆さん及びご家族の皆さん

④各ロータリーで関係のある留学生の皆さん

申 込 先 名古屋和合ロータリー
住 所：〒４５１―０００３ 名古屋市西区樋の口町３－１９

ウェスティンナゴヤキャッスル４０９号室
ＴＥＬ：052－523－1998
ＦＡＸ：052－531－0727

申 込 期 限 2006年10月20日� 昨年の風景

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 
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�日 時 ２００６年９月１日�
�場 所 名鉄ニューグランドホテル 扇の間

地区クラブ奉仕委員長 岡本伊三雄

本年度の斎藤ガバナーの２００６－２００７年度方針の第１番目の「クラブ奉仕に
徹しよう」を、各クラブが実行するにはどのようにしたら良いのか、を考え
る為の参考にすべきセミナーを行いました。第一部は「クラブ奉仕があなたのクラブを活性化します！」と銘打って、
地区クラブ奉仕副委員長の宮崎薫君が奉仕委員会の見解と今現在のクラブ奉仕の必要性を説明しました。又、事前に
地区クラブ奉仕委員会から各クラブにお願いしてあったアンケートの回答を分析した文章を参考に、地区クラブ奉仕
委員の井上穂君が、各クラブが直面している会員の減少傾向を防ぐ為に会員増強及び会員の退会防止には魅力あふれ
る例会の為の演出が必要であると説明しました。
その中で、特にクラブ・リーダーシップ・プラン（ＣＲＰ）の必要性と、当地区内でそれに本格的に取り組み始め

た唯一のクラブ、大須ロータリークラブ奉仕委員に挿んでその取り組み・経緯・現状の報告を求めました。
質疑応答で、大幅な会員減少でクラブ活動に支障を期しているクラブの奉仕委員から、会員減少防止にどのような

対策があるのか？又、減少したクラブのクラブ運営をどうしたらよいか？の質問がありました。
コーヒーブレイクを挿んで、「第二部 招請講演 ロータリーを考える」の演目で、ＲＩ２６８０地区パストガバナー
田中毅様の講演をプロジェクターのスクリーンを見ながら聞きました。
その中で、会員減少は世界的な流れであり、ＲＩの活動方針と各クラブの活動方針等の相違等について、事細かく

説明を受ける。その中で、ロータリーの改革の必要性と変えてよいものと変えてはいけない事項の説明を受ける。世
界的な見地からは、日本の各クラブの会員数は現在でも決して少なくない。もっと無駄を省き効率的な活動が出来る
はずだ、と具体例を挙げながら話された。それが先程の質疑でだされた、会員減少のクラブの運営方針の回答です。
と答えられました。
特に、今、各クラブの運営方針を考え直して、ＲＩからの横並びの運営方法に変えて、各クラブの実情にあった効

率的クラブ運営に改革する必要性を強調されました。

ガ バ ナ ー
か ら の 報 告

第２回地区諮問委員会
日時：２００６年９月２日（土）

ＡＭ１１：００～
場所：名鉄グランドホテル

出席対象者

次 第

●斎藤ガバナー挨拶

●協議事項

１．２００５～２００６年度 地区会計決算（案）承認の件

２．２００７～２００８年度 （江崎年度）ガバナー補佐候補推薦の件

３．２００６～２００７年度 地区大会決議案採択の件

４．小澤英雄氏（蒲郡市在住）に対するロータリー財団からの

表彰の件

５．第２７６０地区ロータリークラブ５０年以上在籍者表彰の件

�
�
�
�

・田中鉄三郎（一宮ＲＣ） ・白木 信平（名古屋西ＲＣ）�
�
�
�

・盛田 和昭（名古屋ＲＣ） ・森 泰樹（豊橋ＲＣ）

・三輪 隆康（名古屋ＲＣ） ・花田 利雄（豊橋ＲＣ）

●報告事項

１．地区大会ＲＩ会長代理について

２．第２７６０地区会員数について

３．ガバナーエレクト事務所開設について

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ククククククククククククククククククククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

奥谷 博俊（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

福田 浩三（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

盛田 和昭（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

加納 泉（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

神戸 政治（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

宮地 信尚（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

蜂谷 弘道（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

石川 和昌（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

松本 宏（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

内藤 明人（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

野村 重彦（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

福田 清成（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

太田賢太郎（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

岡部 快圓（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

豊島 �三（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）
大島 宏彦（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

�橋 治朗（Ｐ．Ｄ．Ｇ．）

斎藤 直美（Ｄ．Ｇ．）

江崎 柳節（Ｄ．Ｇ．Ｅ．）

◆オブザーバー：

藤井地区幹事、増井次期地区スタッフ、

松井勇地区副幹事、川島前年度地区幹事、

服部前年度地区会計長
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ロータリー文庫 
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3F
TEL（03）3433-6456 FAX（03）3459-7506  http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日 

文 庫 通 信 228号

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして１９７０年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、１万９千余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
以下資料のご紹介を致します。

◆ 記 念 講 演 か ら ◆
◎「人生を考える」 稲盛 和夫 ２００５ ２３ｐ（「奉仕の心」）
◎「道草をくいながら」 岸田今日子 ２００６ ５ｐ（Ｄ．２７９０地区大会）
◎「高く遠い夢～７０歳、エベレスト登頂～」 三浦雄一郎 ２００５ ９ｐ（Ｄ．２５４０地区大会）
◎「私が出会った挑戦者たち」 国井雅比古 ２００５ １４ｐ（Ｄ．２５５０地区大会）
◎「斬り口の向こうに未来が見える」 猪瀬 直樹 ２００５ １４ｐ（Ｄ．２６７０地区大会）
◎「どうせやるなら精一杯、喜んで」 木村 進次 ２００６ １４ｐ（Ｄ．２５４０地区大会）
◎「最新の国際情勢について」 古森 義久 ２００５ ９ｐ（Ｄ．２６６０地区大会）
◎「みんなの幸せのために」 江原 啓之 ２００５ ９ｐ（Ｄ．２６６０地区大会）
◎「脳は若返るか」 養老 孟司 ２００５ ８ｐ（Ｄ．２６６０地区大会）
◎「バカの壁」 養老 孟司 ２００６ ９ｐ（Ｄ．２５１０地区大会）

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）］

例例会会場場及及びび事事務務局局移移転転ののおお知知ららせせ
豊田ロータリークラブ
新例会場：〒４７１―００２７ 豊田市喜多町２丁目１６０番地 ホテルトヨタキャッスル ２Ｆ

ＴＥＬ０５６５－３１－２２１１ Ｆａｘ０５６５－３１－３５８８ ※平成１８年１１月１６日� 例会より
※事務局は従来通りで変更はありません

豊田東ロータリークラブ
新例会場：〒４７１―００２７ 豊田市喜多町２丁目１６０番地 ホテルトヨタキャッスル ２Ｆ

ＴＥＬ０５６５－３１－２２１１ Ｆａｘ０５６５－３１－３５８８ ※平成１８年１１月２２日� 例会より
新事務局：〒４７１―００２７ 豊田市喜多町２丁目１６０番地 ホテルトヨタキャッスル ８Ｆ

ＴＥＬ０５６５－３４－４３３３ Ｆａｘ０５６５－３４－４３８１ ※平成１８年１１月６日�より

豊田中ロータリークラブ
新例会場：〒４７１―００２７ 豊田市喜多町２丁目１６０番地 ホテルトヨタキャッスル ２Ｆ

ＴＥＬ０５６５－３１－２２１１ Ｆａｘ０５６５－３１－３５８８ ※平成１８年１１月１７日� 例会より
新事務局：〒４７１―００２７ 豊田市喜多町２丁目１６０番地 ホテルトヨタキャッスル ９Ｆ

ＴＥＬ０５６５－３６－００５７ Ｆａｘ０５６５－３６－００６７ ※平成１８年１１月４日�より

奥三河ロータリークラブ
新事務局：〒４４１―２３０１ 北設楽郡設楽町田口字太田１－７ 太平建設㈱内

ＴＥＬ０５３６－６２－１２２１ Ｆａｘ０５３６－６２－１２４６ ※平成１８年９月２８日�より

ホホーームムペペーージジアアドドレレスス変変更更ののおお知知ららせせ
豊田西ロータリークラブ

新アドレス：http : //www 16.ocn.ne.jp/̃tw-rc/

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 
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郵便宛先：
〒１１５―００４５東京都北区赤羽２－５１－３ NS３ビル１階

業務時間：
月－金 ９：００－１７：００

事務局長 大 島 四 郎

◆奉仕室 電話：０３－３９０３－３１６１ ファクシミリ：０３－３９０３－３７８１

室 長 大 木 光 男 Mitsuo.Oki@rotary.org

臼 杵 大 輔 Daisuke.Usuki@rotary.org

長 野 衣 里 Eri.Nagano@rotary.org

�新クラブの加盟（ロータリー・クラブ、ローターアクト、インターアクト、ロータリー地域社会共同隊）
�クラブの名称・所在地域の変更の申請
�会員アクセスページに関する問い合わせ
�クラブ創立記念の認証（例、５０周年、７５周年）
�ロータリー奉仕５０周年を達成したロータリアンの表彰状（要請により作成）
�手続きおよび定款規定についての地区ガバナー、クラブおよびロータリアンに対する助言
�世界本部との連絡にあたり地区ガバナー、クラブおよびロータリアンを支援
�クラブの最近の記録および史料記録を維持

◆財団室 電話：０３－３９０３－３１９２ ファクシミリ：０３－３９０３－３７８１

室 長 片 岡 暎 子 Teruko.Kataoka@rotary.org

清 水 優 季 Yuki.Shimizu@rotary.org

山 本 律 子 Ritsuko.Yamamoto@rotary.org

�寄附の認証
�各種申請書（奨学金、マッチング・グラント、個人向け補助金など）の受理
�税制上の優遇措置の手続
�地区補助金の申込、最終報告の受理
�財団プログラムの説明
�財団資料（セミナー・ハンドブック）の作成

◆経理室 電話：０３－３９０３－３１８３ ファクシミリ：０３－３９０３－３７８１

室 長 斎 藤 愛 子 Aiko.Saito@rotary.org

花 村 俊 樹 Toshiki.Hanamura@rotary.org

藤 野 公三子 Kumiko.Fujino@rotary.org

�国際ロータリーに対する人頭分担金の徴収とその他の支払い
�クラブおよび地区からの次の事項に関する問い合せについての回答

・半期報告書 ・クラブ送金および未払い金 ・加盟終結処分の後で支払いが行われたことによる復帰

�ロータリー財団寄付の領収書の発行

◆資料室 電話：０３－３９０３－３１９４ ファクシミリ：０３－３９０３－３７８１

コーディネーター 森 智 洋 Tomohiro.Mori@rotary.org

縄 田 怜 Satoru.Nawata@rotary.org

�国際ロータリーの文献、ビデオのご注文ならびに問い合せ

���国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーータタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局 ��������������������������������

ロータリアンのための情報資料
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クラブ名

会員数 会員数 会員数 当
月
女
性

入会 退会 例
会
数

８ 月

出席率
クラブ名

会員数 会員数 会員数 当
月
女
性

入会 退会 例
会
数

８ 月

出席率
２００６年
７月１日

７月１日
女性

２００６年
８月末日

８
月
累
計
８
月
累
計

２００６年
７月１日

７月１日
女性

２００６年
８月末日

８
月
累
計
８
月
累
計

南
尾
張
分
区

半田 ６０ ３ ６１ ３ １ ２ １ １ ４ ９８．１４％

東
名
古
屋
分
区

名古屋北 ９４ ０ ９６ ０ １ ３ ０ １ ３ ９９．５７％

常滑 ５４ ０ ５４ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ９８．５２％ 名古屋東 ９１ ０ ９１ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ９２．３１％

東海 ５７ ２ ５９ ２ ０ ２ ０ ０ ４ ９６．６１％ 名古屋守山 ６５ ７ ６５ ７ ０ ０ ０ ０ ４ ８８．８９％

東知多 ２４ １ ２４ １ ０ ０ ０ ０ ４ ８２．６２％ 名古屋和合 ９６ ０ ９８ ０ １ ２ ０ ０ ４ ９１．３５％

半田南 ４９ １ ４９ １ ０ １ ０ １ ４ ９７．２２％ 名古屋名東 ５７ ６ ６０ ７ ２ ３ ０ ０ ４ １００％

知多 ２３ ０ ２３ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ８９．８６％ 名古屋名北 ４６ ７ ４６ ７ ０ ０ ０ ０ ４ ９８．４９％

大府 ２５ １ ２６ １ ０ １ ０ ０ ４ ８８．５４％ 名古屋千種 ５８ ６ ５９ ６ ０ ２ ０ １ ４ ９５．４５％

７RC ２９２ ８ ２９６ ８ １ ６ １ ２ ９３．０７％ 名古屋昭和 ５９ ０ ６０ ０ ０ １ ０ ０ ３ ９８．２１％

西
尾
張
分
区

一宮 ７８ ０ ８０ ０ １ ２ ０ ０ ４ ９９％ 名古屋錦 ３４ ６ ３４ ６ ０ ０ ０ ０ ４ ８９．４０％

津島 ７５ ３ ７６ ３ ０ １ ０ ０ ３ ８７．９８％ 名古屋東山 ５７ ２ ５７ ２ ０ ０ ０ ０ ４ ５８．３９％

尾西 ３１ ０ ３１ １ ０ １ １ １ ３ ８９．４４％ 名古屋葵 ２４ ０ ２４ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ９０．２２％

一宮北 ５５ ０ ５５ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ９６．５４％ １１RC ６８１ ３４ ６９０ ３５ ４ １１ ０ ２ ９１．１２％

稲沢 ６０ ０ ６１ ０ ０ １ ０ ０ ４ ８７．７６％

東
三
河
分
区

豊橋 １１８ ４ １１９ ４ １ １ ０ ０ ４ ９３．１９％

あま ８８ ０ ９１ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ９８．８１％ 蒲郡 ５８ ０ ５７ ０ １ １ ２ ２ ３ ８８．３３％

名古屋清須 ３９ １ ３９ １ ０ ０ ０ ０ ４ ８３．８６％ 豊橋北 ９１ ２ ９３ ２ ２ ２ ０ ０ ４ ９８．５０％

尾張中央 ４６ ０ ４６ ０ ０ １ １ １ ４ ９１．９０％ 豊川 ６８ ０ ６８ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ９４．９１％

一宮中央 ５３ ４ ５４ ４ ０ １ ０ ０ ４ ９３．２７％ 田原 ５６ １ ５６ １ ０ ０ ０ ０ ３ ９１．４９％

９RC ５２５ ８ ５３３ ９ １ １０ ２ ２ ９２．０６％ 豊橋南 ６４ ０ ６４ ０ ０ １ ０ １ ３ ９６．６６％

東
尾
張
分
区

瀬戸 ７３ ３ ７７ ３ ０ ４ ０ ０ ４ １００％ 新城 ５５ ０ ５５ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ９５．４６％

犬山 ８２ ０ ８１ ０ ０ ０ １ １ ４ １００％ 渥美 ３５ ０ ３９ ０ ０ ４ ０ ０ ４ ８９．２９％

江南 ５２ １ ５４ １ １ ２ ０ ０ ４ ９４．５６％ 奥三河 ２０ ３ ２０ ３ ０ ０ ０ ０ ５ ９２．６４％

小牧 ５１ ３ ５２ ３ ０ １ ０ ０ ４ ９０．５６％ 豊川宝飯 ５４ ０ ５５ ０ ０ １ ０ ０ ４ ９２．７３％

春日井 ６２ ２ ６４ ２ ２ ２ ０ ０ ３ １００％ 豊橋ゴールデン ６３ ０ ６２ ０ １ １ １ ２ ４ ９１．００％

尾張旭 ３０ ０ ３０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ １００％ 田原パシフィック ６８ ０ ６８ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ９８．１３％

名古屋空港 ５６ １ ５５ １ ０ ０ １ １ ３ ９７．９２％ 豊橋東 ４８ ０ ４８ ０ ０ ０ ０ ０ ４ １００％

瀬戸北 ７０ ４ ７０ ４ ０ ０ ０ ０ ３ １００％ １３RC ７９８ １０ ８０４ １０ ５ １１ ３ ５ ９４．０３％

岩倉 １９ ０ １９ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ９６．０４％

西
三
河
中
分
区

岡崎 ９５ １ ９８ １ １ ３ ０ ０ ４ ９９．６９％

豊山・城北 ２０ １ ２３ ２ ０ ３ ０ ０ ４ ８６．０４％ 豊田 ８０ ０ ８０ ０ １ ２ ２ ２ ４ １００％

愛知長久手 ２２ ２ ２４ ２ ２ ２ ０ ０ ４ ７５．１９％ 岡崎南 ９５ ２ ９６ ２ １ １ ０ ０ ４ ９９．３８％

１１RC ５３７ １７ ５４９ １８ ５ １４ ２ ２ ９４．５７％ 豊田西 １０１ ０ １０１ ０ １ １ ０ １ ３ ９８％

西
名
古
屋
分
区

名古屋 １７８ ０ １８８ ０ ４ １０ ０ ０ ４ ９３．５９％ 岡崎東 ６５ ０ ６３ ０ ０ ０ １ ２ ４ ８７．３２％

名古屋西 １０２ ０ １０５ ０ ４ ４ ０ １ ４ ８８．６０％ 豊田東 ８１ ０ ８２ ０ ０ １ ０ ０ ４ ９５．８９％

名古屋南 １１４ ０ １１６ ０ ０ ４ １ ２ ４ ９３．１６％ 岡崎城南 ７４ ０ ７５ ０ ０ １ ０ ０ ４ ９６．４３％

名古屋みなと ７２ ０ ７４ ０ １ ２ ０ ０ ３ ９７．０８％ 豊田三好 ２１ ２ ２１ ２ ０ ０ ０ ０ ３ ９１．２３％

名古屋東南 ７２ ６ ７２ ６ ０ ０ ０ ０ ４ ９３．９１％ 豊田中 ４７ ５ ５０ ５ ０ ３ ０ ０ ３ １００％

名古屋中 １３７ ０ １３９ ０ ０ ２ ０ ０ ３ １００％ ９RC ６５９ １０ ６６６ １０ ４ １２ ３ ５ ９６．４６％

名古屋瑞穂 ７２ ０ ７２ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ９６．２３％

西
三
河
分
区

刈谷 ８９ ２ ９４ ４ ２ ５ ０ ０ ３ １００％

名古屋大須 ６８ ３ ６８ ３ ０ ０ ０ ０ ４ ９３．２９％ 安城 ６２ １ ６２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

名古屋栄 ７１ ０ ７２ ０ ０ １ ０ ０ ３ ９４．６７％ 西尾 ７４ １ ７４ １ ０ ０ ０ ０ ４ ９３．５２％

名古屋名南 ７８ １２ ７９ １２ １ １ ０ ０ ４ ９７．８４％ 碧南 ７５ ０ ７８ ０ １ ４ ０ １ ４ ９８．４６％

名古屋名駅 ９３ ４ ９５ ４ ３ ４ ２ ２ ４ ９４．１２％ 一色 ３０ ０ ３０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ９８．３４％

名古屋西南 ４８ ６ ４８ ６ １ １ ０ １ ４ ９３．６４％ 高浜 ４１ ２ ４１ ２ ０ ０ ０ ０ ４ １００％

１２RC １，１０５ ３１ １，１２８ ３１ １４ ２９ ３ ６ ９４．６８％ 知立 ６６ ０ ６６ ０ ０ ０ ０ ０ ４ １００％

西尾KIRARA ６２ ０ ６３ ０ ０ １ ０ ０ ３ １００％

クラブ 平均 三河安城 ５３ ５ ５５ ５ １ ２ ０ ０ ４ ９１．８３％

平均出席率 ８１ ９２．８６％ ９RC ５５２ １１ ５６３ １３ ４ １２ ０ １ ８６．９１％

地区内クラブ数 ８１RC

２００６年７月１日会員数 ５，１４９名 内女性 １２９ 増加会員数（累計） １０５名

当月会員数 ５，２２９名 内女性 １３４ 減少会員数（累計） ２５名

当月平均出席率 ９２．８６％ 差引純増会員数（累計） ８０名

会員数及び出席報告（平成１８年８月分）

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 

１５




